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新任挨拶  「国際交流とは？」 
理事長 金井章男 

国際交流って一体なんなのよ？ なんの意味があるの？と問われた時、その答えは人により千差万別かと思い

ます。 

たぶん多くの人の共通認識として言えるのは、地球という単位、人類という単位でモノを考えないといけない

時代に入っているという事かと思います。石油に依存した文明は石油が枯渇した時に終わってしまうかもしれま

せん。エネルギーや資源が枯渇に向かうとともに、様々な廃棄物が我々の生存環境を汚染し破壊していきます。

その代表のように言われる大気中のＣＯ２の増加が地球温暖化をもたらし、異常気象をもたらしている、アルプ

スの氷河や北極の氷が解けているなどと言われています。 

エネルギーを手に入れようとアメリカやロシアが地政学的にぶつかりあうシリアでは、アサド政権の化学兵器

使用疑惑で、また一触即発というところまで来ています。一方で地球を周回している人工衛星は 4,400 個と言

われています。Facebook のユーザー数は12.8 億人、Twitter のユーザー数は 3.3億人とも言われ一国の人口

をはるかに超えるコミュニケーション手段が出現しています。そして従来の核保有国に加え、北朝鮮のミサイル

は日本を飛び越えアメリカ本土を攻撃できるほどの飛距離になっているのです。中国から日本に黄砂やＰＭ2.5

は飛来すると日本が被害者だと思っているのだけれど、東日本大震災 3.11 の時の原発事故がまき散らした放射

能はハワイまでも観測されました。人の活動の影響力がどんどん大きくなって、相対的に地球はどんどん狭くな

って、人類は自分の国だけでは生きていけない状態になっています。放っておけば地球環境全体を自ら破壊し、

憎しみあいの挙句に、もたらした戦争で人類は破滅に向かうかもしれません。それを救うきっかけとなりうるの

が国際交流であり、また国際理解というものです。 

「そんな大上段の理想論や概念論議を聞いてもしかたがない。あなたには何ができて、私は何ができるの？ 

このあすみが丘で何ができるの？ 私の生活に何の関係があるの？」 と疑問に感じるかもしれません。世界か

ら見ればわれわれはちっぽけです。それでも、地球環境を考えれば、資源回収に協力することだったり、木を自

分の庭に一本でも植えることだったり、身近なところに花や苗木の一本でも植えることだったりします。世界戦

争の最後の引き金を引くのを躊躇させるものはその一瞬に浮かぶ人の顔や名前であり、人間一人ひとりの友情や

信頼関係の強さでしょう。そのためには昔からの外国の友人やこの近隣に住む外国人の方々と少しでも理解を深

めることを継続していくことです。全ては一人ひとりの一歩から始まり、大きな流れになっていくのです。 

Think globally、Act locally！  

 

お知らせ 「花いっぱい運動」                      

 
  ２０１８年度において、次のように、活動を行いますので、ご協力をお願いします。 

６月・・・・・・・駅前花植え（第 1 回目） 

７月～１０月（約１０週間）・・・・・夏季水やり作業 

１１月・・・・・・・・・・・駅前花植え（第２回目） 
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総会のまとめ 
理事 内藤一芳 

第１５回通常総会は、２月１８日、あすみが丘プラザで行われた。 

会員数９１７名、定足数４５９名に対し、出席者４９８名（本人出席３２名、委任状出席４６６名）だった。

室谷副理事長の開会宣言、佐藤理事長のあいさつに続き、議長、書記、議事録署名人の選出が行われた。 

議長には、４丁目の田川会員が選出され、議事運営方針の説明のあと議事に入った。 

第１号議案 平成２９年度事業報告 

第２号議案 平成２９年度決算報告 

第３号議案 平成３０年度事業計画 

第４号議案 平成３０年度活動予算 

第５号議案 定款９章第５３条の改定について 

第６号議案 現役員変更および新任役員選出 

上記６議案について、担当役員より説明があり、質疑応答のあと

規定に則って採決し、すべての議案が原案通り承認された。総会の

あと、会員・ボランティア交流会が開かれ今後のNPO 活動につい

て会員と役員がなごやかに歓談した。 

 

理事からひとこと 
理事 内藤一芳 

バブル絶頂のころ、東急不動産が第２の田園調布をめざし、社運を賭けて開発した「あすみが丘」。当時、都会

へ通勤可能で、緑豊かな住宅地は、高価格にも関わらず大人気で、購入には１０倍～２０倍の高倍率の抽選に当

たらなければならなかった。幸運にも当選した人たちが、東京や横浜から移住し、そして夢の「あすみが丘ライ

フ」が始まった。あれから２０余年。いつの間にかモダンな有名店は次々に去り、介護施設、老人ホーム、葬儀

場が目立つ街になってしまった。そんな「あすみが丘」も、住んでいる人の質はかなり高いと思う。才能豊かな

人たちがたくさん住んでいるみたい。子供のレベルも高く、大椎中などは千葉市でもトップクラスらしい。「あす

みが丘国際交流」は、住んで楽しい街づくりを目指し活動しているが、いろいろな方面の多才な人たちの協力を

得られれば、より魅力的な「あすがみえる丘」に近づくことは、間違いない。興味がある方は、NPO に触れてみ

ませんか？ お気軽にお問い合わせを！ 

 

理事 坂本裕子 
昨年の夏にふとしたきっかけからAIFSの国際交流事業の「くらしのにほんごくらぶ」の活動に関わり、長く

AIFS の会員でありながら何もお手伝いが出来なかったこともあり、推薦を受けて、理事に就任致しました。 

AIFS の活動はニュースレターを見ていましたが、長年にわたり活動を続けていらっしゃる方がいることをあ

りがたく感じており、今まで様々な形で力を注いで下さった理事の方々をはじめボランティアの方々に心より感

謝申し上げます。 

私の役割は、事務局、会計、国際交流を主に担当いたしますが、一つの事業に対し複数の理事が遂行していて、

助け合いながら運営をしていきます。昨年までと今年との活動の違いは、あすみが丘プラザの改修工事のために

秋のプラザ祭りがありません。 

新イベントの有無、また、今後の AIFS の在り方について、定款を踏まえて模索しつつ、会員の皆様のお声を

伺いながら、より有効な活動を心掛けていく所存です。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

        理事 小林芳樹 
あすみが丘に暮らし始めて早くも四半世紀が過ぎました。若かった私も定年退職し第二の人生を歩んでいます。

緑豊かな里山やほのぼのとした田園風景を背景に個性豊かな家々が建ち並ぶ街並みがとても気に入っています。 

そんなあすみが丘にも外国籍の人たちも多数住むようになりました。エスニックなレストランも開店していま

す。 

２０２０年には東京オリンピックが開催され、千葉県もサーフィン、フェンシング等の競技開催に伴い沢山の

外国人観光客が訪れます。 

肌の違いや価値観の多様性を認め合い、宗教や国籍を超えた交流が日常となる街作りを目指して頑張ります。 

本年度は、留学生の学校訪問、ホームビジット、花いっぱい運動を主に担当します。よろしくお願いします。 
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理事 小幡敏信博士（出身地：兵庫県西宮市） 
 国際交流という言葉は、あすみが丘へ１９９４年に引っ越してから意識し始めた。それまで、１年間、東京

都杉並区、さらに東京の前は、悠久な歴史文化の重層性を持つ藤原京があった奈良県橿原市に住んでいて、畿

内と関東との文化や思想の相違も十分に判っていて、本年の２０１８年３月と４月に、再び、奈良・斑鳩・京

都に寄ったのであるが、驚いたことに、東京よりも、多くの欧米人達が畿内を訪問していて、地元の日本人の

数の比率の相違もあるが、奈良の東大寺や京都の観光各地において、グローバリズムに溢れていて、人種の坩

堝というか花爛漫であることが意外だった。それに対して、現在のあすみが丘について、なんと侘しいという

か、国際交流という雰囲気があまりない。１９９６年の夏だったと思うが、民族学としても貴重な加奈陀のト

ーテムポールという木の彫刻をあすみが丘プラザの隣の公園にシンボライズされていることもあり、また、加

奈陀からの留学生をホームステイとして、小幡ファミリーが受け入れていた経験もあり、息子が成人したこと

を機会に、再び国際交流の理事として活動し始めた。千葉大学の国際交流と、ＡＩＦＳニュースレターの編集

長、文化人類学・比較文化学などの見地においての学術論文のための調査研究活動をより推進するので、今後

もどうぞよろしく。 

 
理事 金子和弘 

新理事の金子です。一昨年にも理事を務めてまいりましたが、この度、再び夢に向かって理事に就任しました。 

昨年は一会員としてプラザまつりでお手伝いさせて頂きました。今回はプラザ祭りがありませんが、伝統ある

地元のお祭りの「とけサマーフェスティバル」に AIFSとして積極的に参加し、地元に活動を PR したいと思い

ます。 

理事として以下の 2 点を実現していきたいと思います。 

１．未来に向けたコミュニケーション環境の実現 

少ないスタッフで効率よく事務を行うこと、外部との接点活動を立体的に行うことを目的としたクラウド環

境の効果的な利用。 

２．「顔の見える」AIFSならではの民泊システムの構築 

2020 年のオリンピック開催に向け「民泊」をテーマに AIFS らしいおもてなし環境を構築し、国際交流に

つながるビジネスを展開する。 

「顔が見える」とはオーナーと AIFSとゲストの 3者が関わり合いながら、民泊を進めること。従来の民泊

ビジネスとは違う事業を実現していくこと。 

２つともテーマとしては大きなものですが、AIFS の会員で良かったと思える意義ある活動にしていきたいと

思います。 

 
理事 山下英夫 

私は日本航空の国際線のチーフパーサーとして定年まで 35 年間を過ごしました。 

訪れた都市は JAL の寄港地と周辺を合わせて 50 都市程になりました。いわば、毎日が国際交流だったよう

に思います。ぼろくなった船が解体までの間、母港に錨をおろし、つながれるように、私は今、母港のあすみが

丘に錨をおろしています。 

これまで妻に任せっきり、頼りっきりだった地域活動に、今

なら時間的に余裕ができ、多少なりとも貢献できるかもしれな

いと思い参加しました。これまで続いてきたあすみが丘の国際

交流の活動を支えてきてくださった理事、監事、ボランティア

の方々の努力に感謝するとともに、さらにいい形で発展し引き

継いでいけたらと思います。 

私の取り組みたい方向は、地域通貨の考えかたを含む新しい

形のボランティア活動です。 

次号、次次号で具体的なプランを理事会の了解のもとでニュー

スレターに紹介できるように努力します。高齢化に対応できる

ような住みやすいコミュニティづくりにボランティアは欠か

せないでしょうから。 

 

 あすみが丘のシンボル 加奈陀（カナダ）のトーテムポール  
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監事に就任して 
監事 山崎信行 

この度、NPO 法人あすみが丘国際交流監事に就任いたしました山崎です。何かと活動に色々な意見も外部の

方からは有るようですが、あくまで NPO法人の定款に則り、 

１． 適正な理事会の決定に基づいた活動がなされているか（業務監査） 

２． NPO の会計原則に基づいた会計処理がなされているか（会計監査） 

１．と２．の項目について、監査したいと思います。 

 理事各位におかれては、会員の意向尊重し尚且つ自由な発想で、活動して頂きたいです。自分も南房総国際交

流協会の会員としての活動で当 NPO 法人にもお役に立てるよう活動するつもりです。よろしくお願いします。 

 

お知らせ 「くらしのにほんごくらぶ」                   
「くらしのにほんごくらぶ」は現在、第 2・第 4 の火曜日にあすみが丘プラザにて、 

日本語の学習を行ってきましたが、この度、同プラザは改修工事に伴い 6月から休館いたします。 

これに伴い、日本語の学習を下記の通り AIFS の事務所で行うこととなりますのでお知らせいたします。 

記 

・実施年月   2018 年 6月～2019年 4 月（予定） 

・学習日    第 2・4 火曜日（10 時～12 時） 

   ただし、毎週木曜日（10時～12 時  13 時～16 時）は、これまでと同様に通年で行っております。 

・場 所   AIFS事務所（電話 043-294-9551） 

  どうぞ、お気軽に事務所にお立ち寄り下さい。 

 

【あすみが丘国際交流 ２０１８年度スケジュール】                       
１ 定例理事会  

毎月第 2 日曜日 AM9:00～12:00 (於： AIFS 事務所） 変更もありますのでＨＰを確認ください 

２ 在日外国人との交流事業 

各団体との交流を行う     ・・・・・・７月頃予定  

土気高・留学生ホームビジット(ホームステイは無し）・・・・・・７月頃予定 

千葉大留学生と土気高学生交流  ・・・・・・８月頃予定    

3 地域住民との交流事業 

 「あすみが丘プラザまつり」への参加・・・・・・プラザの改修のため開催なし  

 「サマーフェスティバル」・・・・・・・・・・・・・参加も検討 

 会員･ボランティアの交流会・・・・・・１０月、1 月、総会終了後、計 3 回予定  

4 地域環境保護事業 

 「花いっぱい運動」（土気駅前南側） 

フラワーポットの花植え替え・・・・・・６月、１１月   

 水やり・管理作業・・・・・・・・・・・・・・・７月～10月随時 

5 地域情報発信事業 

 広報誌「ニュースレター」の発行。  年４回発行、 ５月、８月、１１月、２月  

 ホームページの運営 ・・・・・・逐次更新      

６ 語学及び文化交流事業 

  「くらしのにほんごくらぶ」による外国人向文化事業の運営 

     ・・・・・・第２、第４火曜日(プラザ＊６月以降は事務所)、木曜日(事務所）に開催 

７ 新規事業  

  検証中・・・・・・研究調査段階  

 
【編集後記】 

はじめまして、今度から、編集まとめ役を任された Dr.OBATAです。 

五月（さつき：皐月）という若葉が映える季節かと思うと、すぐに夏気分になるなんて！ だんだん温暖化して

いくのでしょうか？ 

あすみが丘にも、まだまだ面白いスポットがありますので、編集する度に見つけて、その都度、報道致します！ 

ずっと愛される NLを創造していきます。どうぞよろしく。 


